2011/02/03　物語研究WS
東京工業大学　羽鳥剛史

物語研究の問題意識

1． 「無知」の弊害
　公共政策は何らかの社会問題の解決に資することを目的としている．ここで，社会問題とは「広い範囲の人々が共有している社会的標準と社会生活の現状との実質的な食い違い」を表す．（研究者を含め）公共政策に関わる者は，社会問題の解決にあたり，人々がどのような問題認識を有しているかを適切に把握することが要請される．しかし，彼ら自身が自らの帰属する歴史や文化に拘束された存在である以上，地域の人々が自分の住む地域を見つめるその目でその地域を捉えることは実質的に困難である．この意味において，公共政策に関わる者は，「自己」が完全には知り得ない「他者」と関わらざるを得ない側面があると言える． 
筆者は，公共政策において，物語研究が担うべき重要な意義の一つが，それが「無知」による弊害に対する歯止めになり得るところにあると考える．ここに言う「無知」とは単に対象世界を「知らない」ことを指すものには留まらない．それは「知らない」ことに対する無知を許容する知的傲慢を意味している[footnoteRef:1]．言わば，「無知」とは「理論的万能性についての主観的確信」を指す．公共政策が理論的万能性の主観的確信を以って為される時，それは社会問題を解消しないばかりか，新たな社会問題を引き起こすことにもなりかねない．例えば，公共政策を立案する上で，様々な統計学的手法が用いられている．こうした手法が有効であることは論を俟たないが，統計学的手法がそれに対する一切の知的省察を欠いたまま適用された場合，地域の実情と乖離した政策が実行されることは容易に想像し得るところである． [1:  筆者はこれまで，「大衆性（vulgarity）」や「保護価値（protected value）」に関わる研究に携わる中で，人々の「無知に対する無知を決め込む態度」が如何に深刻な社会問題を引き起こし得るかを問題視してきた．] 

近代国家によるかつての植民地支配に見られたように，「無知による支配」が徹底される時，それは最も残酷な支配の様相を呈するものと言える．ラッセルは「ネコとネズミの倫理学」の比喩を用いて，このことを示唆している．「ネコはネズミに同情を持たない．ローマ人は象以外の動物にはぜんぜん同情を感じなかった．ナチスはユダヤ人には同情をもたなかったし，スターリンは富農に対してなんの同情も感じなかった．」ネコはネズミの立場に立つことはない．そのため，残忍な殺戮が容易に為される．同様に，権力者が「ネコ」として地域住民に対して完全に無知・無関心である時，冷徹な支配が実現し得るのである．
無論，公共政策に携わる者とその影響を被る人々との間には，単純な支配－被支配の関係は成立しない．しかし，前述した様に，両者の間には「自己」と「他者」の緊張関係が絶えず存在している．そして，公共政策に携わる者が，地域の人々の生活や認識に対して（上述の意味における）「無知」を以って対峙する時，両者の関係は容易に「ネコ」と「ネズミ」の関係に転化し得るものと考えられる．
それでは，「無知」への居直りを如何にして抑止することが出来るのであろうか．この点に関して，筆者は地域の「物語」が不可欠な役割を果たすものと期待している．すなわち，当該地域において共有されている「物語」を読み解き，その地域に存する歴史や文化を理解することが，「無知」，すなわち，その「理論的万能性に対する主観的確信」を制御する契機を与えるものと考える．勿論，地域の「物語」も完璧ではない．それはしばしば，「排除」と「隠蔽」によって歪曲されており，不正確である．しかしながら，そうではありながら，そうした不正確さが何によって生じているかを考えることが重要である．公共政策に携わる者は，この様な知的営みを通じてこそ，「無知による弊害」を克服し得るものと思われる． 

	公共政策における「無知」（＝理論的万能性に対する主観的確信）による弊害を抑止する上で，地域の「物語」が重要な役割を果たすのではないか．
－大衆研究，保護価値研究への展開



2． 物語を中心に据えた実践的まちづくり研究
地域の活力ある「まちづくり」を実現する上では，地域住民自身による自律的な活動が不可欠となる．そして，自律的なまちづくり活動が営まれる上では，住民同士あるいは住民と行政等の間の信頼関係や相互理解を通じた，人々の思いの共有や，意志や思想の伝染，そして，その結果生じ得る地域活力の維持・増進が重要となる．そうした，地域における信頼関係，思想の共有や伝染，地域活力の増進を実現する上では，まちづくりの「物語」が重要な役割を担うように思われる．ついては，まちづくりの物語を実際に描写する，という実践的な研究活動を行い，それを通じて，以上に述べたような可能性について，解釈学や生の哲学等を踏まえつつ検討し，物語を基礎とする実践的まちづくり研究の可能性を探る．

	物語を中心に据えた実践的まちづくり研究
－地域の物語を記述する．
－地域の物語との関わり方（物語に配慮する，物語の復権を目指す，物語の開始を促す）を考える．
－地域の物語が自律的まちづくりに及ぼす影響
物語の共有化が合意形成を促進する，アイデンティティの形成を促す，活力を増進する等
 －物語の共有化が（間主観的）幸福感に及ぼす影響
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3． 解釈学的信頼
　行政に対する国民の信頼が低下している．行政への信頼を回復するために，評価制度や事業内容のマニュアル化をはじめ，種々の対策が講じられている．しかしながら，そうした対策をどれほど実施しても国民の不信を完全に払拭することは困難であるように思われる．行政に対して高い評価が下されたとしても，「見えない所で何か悪いことをしているのではないか」と疑えば，いくらでも疑念を持つことが出来る．さらに，行政に対する評価制度自体に対する信頼の問題も生じ得る．
国民は行政に対する「不信の物語」を演じているものと考えられる．この物語では，行政に関わるあらゆる出来事が，行政に対する「不信」という一つの結末を正当化するものとして意味付けられる．この時，行政に対する信頼を演繹的，明証的に担保することには限界があると言わざるを得ない．そのような試みは，無限に信頼を問い続け，無限に不信に苛まれ続けるという病理的現象に陥ることになりかねない．
[bookmark: _GoBack]それでは，いかにして「不信の物語」から抜け出すことが可能であるのか．筆者は，「信頼」という概念が本質的に，解釈学的な営みの中で形成され得る，帰納的な側面を有していることに留意すべきであると考える．すなわち，様々な不確実性や矛盾の中に置かれ，被信頼者に対する不完全な先入見しか持ち得ない状況にありながらも，その先入見に基づき事態を解釈し，またその解釈に基づいて先入見を再度練り上げていくという循環過程を通じてこそ，信頼が形成され得るものと考える．この時，演繹的に信頼を確保しようとすることは，そうした循環過程を断ち切り，人々が自らの先入見を反省的に練り上げることを阻害することになりかねない．
　
	解釈学的アプローチに基づく信頼研究
－合理的アプローチと解釈学的アプローチとの比較検討
－社会制度研究への展開
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